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漁
民
住
宅
問
戸

漁業従事者の住宅不足の解消

に役立てようと、北陸でも始め

てという漁民住宅18戸が建設さ

れています。この住宅は12月末

に完成予定で、その入居者の募

集を行なっています。

幸E広

入

居

者

を

募

集

建
設
地
は
、
海
岸
に
近
く
の
下
村
木

地
内
(
大
泉
寺
裏
〉
で
、
ゃ
く
千
六
百

平
方
M
の
敷
き
地
に
六
戸
建
て
三
棟
が

総
工
費
-
千
五
百
五
十
万
円
で
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
簡
易
耐
火
構
造
二
階

建
て
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
で
す
が
、

二
戸
の

延
面
積
は
三
九

・
三
平
方
討
、
一
階
に

は
四
畳
、
台
所
、
便
所
な
ど
、
二
階
に

は
四
畳
と
三
畳
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
入
居
者
の
募
集
は
、
次
の
よ
う

に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
入
居
希
望
者
は

ロ
月
お
日
(
月
)
ま
で
建
設
課
へ

お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
居
時
期
は
1
月

中
旬
、
家
賃
は
三
千
五
百
!
四
千
円
の

見
込
み
で
す
。

マ
入

居

資

格

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
。

・
現
在
漁
業
に
従
事
し
、
住
宅
に
入
居

後
も
引
き
続
き
漁
業
に
従
事
す
る
人

で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。

・
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
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工事中の漁民住宅〉(写真

族
の
あ
る
人

0

・
収
入
が
月
一
一
万
円
以
下
で
あ
る
乙
と

マ
申
し
込
み
H
ロ
月
5
日
か
ら
ロ
月
お

日
ま
で

申
込
書
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
か
ら

こ
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
く
だ
さ
い
。

す
で
に
補
充
申
し
込
み
を
し
て
い
る

場
合
で
も
、
改
め
て
申
し
込
み
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

魚津市荒町

小浜印刷所

人口のうごき

男女計

17 14 31人
19 13 32人

46組

新

築

、

取

り

こ

わ

し

一

昨

年

、
農
家
の
み
な
さ
ん
一
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
と
、
水
道

一
の
告
に
耕
作
反
別
を
一

筆
ご
と
に
一
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な
く
え
り
管

な

ど

の

家

屋

は

届

け

一
別

申

申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
一
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
o

ち
寸

出

を

一
版

動

が
、
乙
と
し
、
作
付
け
さ
れ
一

っ
と
し
た
心
づ
か
い
で
、
こ
の
よ
う
な

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
毎

一
新

異

た
耕
作
反
別
に
変
更
(
売
買
一
事
故
が
防
げ
ま
す
o

日
曜
日
の
晴
れ
間

年
1
月
1
日
現
在
の
現
況
に
よ
り
、
そ

一

交

換
、
宅
地
、
道
路
、
水
路
一
な
ど
を
利
用
し
て
給
水
管
の
保
護
を
し

の
所
有
者
に
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
一
な
ど
の
つ
ぶ
れ
地
)
の
あ
っ
た
人
は
、

一
ま
し
ょ
う
。

い
ま
す
。

一
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

一
方
法
と
し
て
は
、
わ
ら
な
わ
を
用
意

市
で
は
、
課
税
の
適
正
を
期
す
た
め

一

一

一

こ
れ
は
農
業
所
得
算
定
の
資
料
と
な

一
し
(
普
通
十
M
も
あ
れ
ば
足
り
る
で
し

9
月
か
ら
新
築
家
屋
な
ど
に
つ
い
て
調

一

一

一り
ま
す
の
で
、
異
動
申
告
書
を
ロ
月
日
一
ょ
う
)
地
上
に
出
て
い
る
部
分
が
隠
れ

査

を

実

施

し

て

お

り

ま

す

。

市

民

の

み

一

一

な
さ
ん
の
中
で
、

1
月
1
日
以
降
家
屋

一日
ま
で
、
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
連
絡

一

を
新
築
さ
れ
た
り
、
増
改
築
ま
た
は
取

一所
へ
提
出
願
い
ま
す
o

申
告
用
紙
は
ロ

一一
l
i
-
-

水

道

管

に

も

…

…

り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ロ
月
一
月
号
広
報
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
す
る
こ

一一
l
i
l
i
-
-
i

冬

仕

た

く

;:・…

川

却
日
(
火
)
ま
で
、
市
役
所
税
務
課
へ

一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

お
届
け
願
い
ま
す
。
印
鑑
が
必
要
で

一

l
i
l
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
て
し
ま
う
よ
う
に
な
わ
を
て
い
ね
い
に
川

す
o

一

小

口

事

業

資

金

を

一巻
き
つ
け
ま
す
o

実

際

に

家

屋

の

取

り

こ

わ

し

ゃ

新

築

一

一

も

し

、

乙

の

準

備

が

で

き

な

か

っ

た

川

な
ど
が
あ
っ
て
も
、

登
記
を
さ
れ
よ
、

一

ど

う

ぞ

一

T
レ

一

一

場

合

に

は

、

と

く

に

冷

え

込

み

の

ひ

ど

川

場
合
ゃ
、

調
査
も
れ
の
場
合
に
は
課
税
一
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
小
口
事
業

一
い
夜
な
ど
、
水
道
蛇
口
の
せ
ん
を
少
し

川

価
格
を
訂
正
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

一

一

す
0

(

不
動
産
登
記
法
第
九
十
三
条
に
一
資
金
を
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り
ま
す
o

年

一
開
け
て
お
き
ま
す
o

蛇
口
よ
り
二
十
セ

川

よ
り
ま
す
と
、
家
屋
の
新
築
な
ど
の
場

一
末
を
ひ
か
え
、
こ
と
に
運
転
資
金
(
二

γ
チ
M
下
で
五
十
円
硬
貨
の
穴
ほ
ど
の

川

合
は
、
一
か
月
以
内
に
法
務
局
へ
申
請
一

事
業
者
三
十
万
円
ま
で
)
の
借
り
入
れ

一
水
を
出
し
放
し
て
お
き
ま
す
と
、
凍
結
川

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ
て

一
を
ご
希
望
の
方
は
、
商
工
水
産
課
へ
お

一の
心
配
は
一
応
解
消
で
き
ま
す
。

川

い

ま

す

。

)

一

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

一

た
下
ま
で
四

・
五
メ
ー
ト
ル
'
、
幅
四

・

地

鉄

本

線

の

高

架

化

に

着

工

一一メ
l
卜

y
と
な
り
手
。

総
工
事
費
は
や
く
三
億
円
で
来
年
8
川

来

年

8

月

に

完

成

月

末

完

成

、

9
月
か
ら
使
用
が
予
定
さ
川

れ

て

い

ま

す

。

川

な
お
、
高
架
化
工
事
に
あ
わ
せ
て
、

t

高
架
橋
建
設
の
第
二
期
工
事
は
、
地
端
や
く
六
百
メ
ー
ト
ル
'
が
盛
土
と
な
り

電
鉄
魚
津
駅
舎
も
来
年
間
月
ま
で
に
総
川

鉄
本
線
を
高
架
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

高

架

橋

の

高

さ

ま

、

道

路

面

か

ら

橋

オ

"

tvt's
t
i
l
l
-
-
s
v
工
費
六
千
六
百
万
円
で
、
鉄
筋
三
階
建
川

い
ま
す
が
、
そ
の
て
事
が
い

r

霞
島
臨
酪
B
E
E・
湯

槌
閥
溜

ga殉
咽
四
%
て
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
山
げ
に
新
築
さ
れ
川

ま

急

ピ

ッ

チ

で

す

す

め

ら

れ

臨

臨

E
E脳
続
制ぺ

園
周
盟
国
掴
調
緩
ぶ

る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

て

い

ま

す

。

画

期

輯

盟

関

関

様
様

‘

掴
包
囲
醐
興
対
極

悪

乙

の
工
事
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て

川

す
で
に
レ

l

y
、

ま

く

ら

翻

脳

細

醐

慰

陸

踊

襖

闘
慣
習
関
関
楢
鹿
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
何
か
と
ご
迷
惑
川

木

の

除

去

、

電

鉄

魚

津

駅

ホ

園

闘

騒

臨

脇

醐

掘

調園
田
富
園
盟
醗
践
を
お
か
け
す
る
乙
と
と
思
い
ま
す
が
、

ー

ム

の

取

り

乙

わ

し

な

ど

も

園

周

開
幽
圃
圃
噌
調

"

掴
聞
鴎
副
圃
園
調

が

何
と
ぞ
、
市
勢
発
展
の
事
業
を
遂
行
き

川

終
わ
り
、
橋
脚
の
建
設
工
事

司

姐

覇

踊

圃
蘭
鈎
餅

臨
欄
鯛
開
繍
歯
磨
倒
せ
る
た
め
に
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
川

が

始

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

臨

隈

際
機
雛
聞
胸
繍

地
鉄
本
線
の
高
架
橋
区
間

回

開
測
機
閣時
一一?

す
。

川

-
園
開
M
慨
鶏
M
V
J
N

(

写
真
電
鉄
魚
津
駅
付
近
で
始
め
川

は
、
国

鉄

上

り

線

と

同

じ

千

圃

閣

闇

眠

酸

関

脚
hb

園
開
翻
圃
園周
鴫

幾

ら

れ

て

い

る

橋

脚

[

事

)

三
百
メ
ー

ト

ル

で

、

そ

の

阿

掴

襲

掴

圏

、
¥

成
収
録
申
し
出
は
お
忘
れ
な
く

ー

転

入

者

や

二

十

歳

の

人

!

川

た
人
は
、
そ
の
都
度
、
市
役
所
へ
申
川

し
出
を
し
な
い
と
、
名
簿
に
登
録
さ
川

れ
ま
せ
ん
。

ζ

の
た
め
、
選
挙
権
を

川

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
川

ご
注
意
願
い
ま
す
。

す
で
に
申
し
出
さ
れ
た
人
も
多
数

川

お
ら
れ
ま
す
が
、
乙
と
し
の
7
月
日

川

日
以
降
転
入
ぎ
れ
た
人
で
、
ま
だ
申

川

し
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
手
川

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

川

な
お
、
名
簿
は
い
つ
で
も
、
選
挙
川

管
理
委
員
会
事
務
局
で
見
る
こ
と
が
川

で
き
ま
ず
か
ら
、
自
分
が
登
録
さ
れ

川

て
い
る
か
、
い
ち
ど
雌
か
め
て
み
ま

川

1
ν
ょ
《
J
0

酬

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

い

社

会

と

家

庭

環

境

を

魚
津
市
の
人
権
擁
殺
委
員
は
、
次
の
一

4
日

か

ら

人

権

週

間

人

た
ち
で
す
o

一

。
マ
藤
井
秀
信
へ
真
成
寺
町
電
①
0
一

法
務
省
で
は
、
ロ
月
4
日
か
ら
川
日
っ
て
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
や
、

6
0
9
)
マ
河
崎
直
義
(
金
山
谷
一

ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
、
清
行
な
い
を
な
く
し
な
い
限
り
絶
滅
す
る
電
①
1
7
1
6
)
マ
高

橋

基

(友

一

く
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
社
会
と
家
庭
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
解
決
に
も
困
道
電
⑦

0
2
3
0
)
マ
木
下
庄
作
一

環

境

が

生

ま

れ

る

よ

う

に

と

運

動

を

す

難

を

き

た

し

ま

す

。

(

本

江

電

①

0
1
1
8
)

一

す

め

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

乙

う

し

た

わ

か

り

切

っ

た

こ

と

を

、

魚

崎

伴

地

広

人

権

擁

護

一

ー

、

人
梅
法
律
相

一

法
務
局
や
地
区
人
権
擁
護
委
員
協
議
お
互
い
に
実
行
し
な
U
と

乙

ろ

に

生

委

員
会
で
は
、
人
権
週

一

会
な
ど
で
も
、
乙
れ
に
呼
応
し
て
、
家
ま
れ
な
が
ら
持
っ
て
い
る
「
人
間
と
し
談
所
を
開
設
聞
に
ち
な
み
、
口
月
7

一

陛
内
の
問
題
、
住
宅
問
題
、
交
通
事
故
て
の
幸
福
を
求
め
る
権
利
」
が
犯
さ
れ
日
(
水
)
市
民
会
館
で
「
人
権
法
律

一

の
問
題
、

騒
音
や
悪
臭
の
公
害
問
題
や

て
暗
い
社
会
、
笑
須
の
失
わ
れ
た
家
庭
相
談
所
」
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん
の

一

ー

i

ご
相
談
を
受
げ
る
乙
と
に
な
っ
て
お

一

そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
の
問
題
と
取
り
組
が
で
き
て
く
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

一

り
ま
す
。
時
閣
は
午
前
川
時
か
ら
午

一

ん
で
、
そ
の
解
決
を
は
か
る
た
め
努
力
そ
乙
で
、
不
幸
に
も
「
人
権
」
が
犯
後
3
時
ま
で
で
す
。

一

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
れ
た
場
合
に
は
、
泣
き
寝
入
り
す
る

・

・

・

・

・

・

・・

一

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
こ
と
な
く
、
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局

ん

固

定

資

産

税

第

三

期

一

の
発
生
は
、

「自
分
だ
け
が
、
わ
が
ま
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

ハ

一

納
期
限
は
口
月
お
日
で
す

一

ま
に
ふ
る
ま
っ
て
周
聞
の
人
が
ど
う
な
は
無
料
で
、
し
か
も
秘
密
は
固
く
守
ら

γ
c
f
t
・--fit--::
・2
・r
t
・--
f
-
J
J
J
・-J:

・・
一

住

み

よ

生

亡

姻

出

死

婚

'
'
'
…
市
の
納
税
表
彰
式
な
ら
び

1
v
a
F
シ

‘

立
一
弔
…
に
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議
は

長

…

け

月

習

市

民
会
館
で
行
な

じ
k
…
わ
れ
ま
し
た
。

ι一3
h

表
彰
式
に
は
、
五
年
以
上

占
a

寸
…
も
納
税
貯
蓄
組
合
長
を
つ
と

凶
刀
…
め
ら
れ
、

優
良
な
組
合
の
運

'r…
営
に
つ
く
さ
れ
た
十
三
名
と

下
巧
…

昭
和
刊
年
度
中
に
市
税
の
納

wm
…
税
成
績
百
%
(
納
期
内
〉
の
三

h
叫
J

u

十
二
貯
蓄
組
合
が
表
彰
さ
れ

b
E

・劃v
・・‘

や
ホ
凹
ま
し
た
。

良

…

八

俊
良
納
税
功
労
者

V

高
定
…

高
橋
菊
次
郎
(
下
新
一
区
)

4
l
n

魚
岸
太
四
郎
(
下
新
三
区
)

吉
田
キ
ヨ
(
馬
出
区
)

森
野
冨
治
(
明
理
区
)
松
井
健
良

(住
吉
二
区
)
久
田
十
作
(吉
野
区
)

川
平
み
さ
子
へ
古
鹿
熊
区
)
舟
林
宗

吉
(
池
谷
区
〉
谷
川
松
次
(
石
垣
新

区
)
高
橋
基
〈
友
道
五
区
)
宗

隆
美
則
(
島
尻
二
区
)
原
弥
一
(
仏

国
区
)
西
尾
順
之
助
(青
島
区
)

八
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
V

新
金
屋
二
区
、
川
原
区
、
餌
指
区
、

下
新
一
区
、
岡
町
区
、
角
川
区
、
紺

屋
区
、
八
代
区
、
上
町
二
区
、
住
吉

区
、
舛
方
区
、
舛
田
区
、
湯
上
区
、

大
熊
区
、
鉢
区
、
小
菅
沼
医
、
池
谷

区
、
坪
野
区
、
大
海
寺
野
-
区
、
本

江
元
町
区
、
‘
友
道
本
町
区
、
島
尻
一

区、

島
尻
二
区
、
東
城
一
区
、
道
坂

医
、
黒
谷
二
区
、
山
女
一
区
、
山
女

二
区
、
上
村
木
十
三
区
、
北
中
区
、

持
光
寺
区
、
入
船
区

醸盤調
二
十
歳
以
上
の
人
で
、
他

市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た

場
合
、
ま
た
は
魚
間
市
に

住
所
の
あ
る
人
で
、
二
十

歳
に
な
ら
れ
た
人
は
、
必

ず
選
挙
人
名
仰
の
按
録
の

申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
と
き

は
、
住
民
異
動
届
に
あ
わ
甘
て
、
市

役
所
窓
口
へ
証
明
書
を
添
え
て
申
出

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
ま
た
、
当
市
に
住
所
を
有
し
て
い

る
人
で
、
新
し
く
二
十
歳
に
な
ら
れ

就
学
児
の
健
康
診
断

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
に

入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
健

康
診
断
を
行
な

っ
て
い
ま

す
。
保
護
者
あ
て
に
は
通
知

し
て
あ
り
ま
す
が
、
通
知
の

な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
ら

教
育
委
員
会
へ
と
連
絡
く
だ

さ
い
。該

当
者
は
昭
和
お
年
4
月

2
日
か
ら
お
年
4
月
1
日
ま

で
の
出
生
者
で
す
が
、
検
診
日
に
は

保
護
者
付
き
添
い
の
う
え
、
午
後
1

時
叩
分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

場

所

住

吉

小

学

校

上
中
島
小
学
校

本

江

小

学

校

道

下

小

学

校

村

木

小

学

校

経

団

小

学

校

加

積

小

学

校

大

町

小

学

校

日検
13 8 7 7 3 1 1 1診
日日日日日日日日日

乱

診

児

検

該
当
者
は
昭
和
刊
年
4
月
1
日
か

ら
引
年
8
月
引
日
ま
で
の
出
生
者
で

す。校

下

検

診

日

場

所

本

江

川

は

月

引

日

保

健

所

村

木

川

日

保

健

所

加

積

日

日

公

民

館

時
間
は
午
後
1
時
か
ら
2
時
ま
で

胃

の

検

診

希
望
者
は
申
し
込
み
を

胃
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、

胃
の
集
団
検
診
を
行
な
う
と
と
に
な

り
、
先
月
そ
の
検
診
希
望
者
を
募
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
予
定
人
員
に
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者
H
四
十
歳
以
上
の
男
女

マ
検
診
日
H
1
月
2
・
お

・
幻
・
叩

・
引
日
(
申
込
順
に
伐
の
い川
HJ
-

お

し
ら
せ
し
ま
す
)

マ
時
間
H
午
前
8
時
加
分

l
午
後
1

L
早
V
J

日
H

マ
場
所
H
魚
樟
保
健
所

マ
検
診
内
待
日
予
診

・
問
診
お
よ
び

X
線
に
よ
る
胃
の
間
接
関
影

マ
費
用
日
一
人
四
百
円

マ
申
し
込
み
H
検
診
希
望
者
は
、
受

診
申
込
書
を
保
険
術
生
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

三
百
名
に
な
り

次
第
、
申
し
込
み
争
締
め
切
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

対
象
者
は
、
生
後
六
か
月
以
上
の

市
民
全
員
で
す
が
、
熱
の
あ
る
人
、

鶏
肉
や
卵
で
ジ
ン
マ
シ
ン
に
な
る
体

質
の
人、

糠
尿
病
、
脚
気
患
者
、
六

か
月
ま
で
の
妊
婦
、
病
後
衰
弱
者
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
六
歳
未
満
の
人
は
、
必
ず
保

護
者
と
い
っ
し
ょ
に
き
て
く
だ
さ

い
。
料
金
は
二
回
で
、

一
歳
未
満
五

十
円
、
六
歳
未
満
九
十
円
、
十
五
歳

未
満
百
二
十
円
、
十
五
歳
以
上
二
百

円
で
す
。
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
保
険
証
を
持
参
さ
れ
た
人
は

一
歳
未
満
無
料
、
六
歳
未
満
五
十
円

そ
の
他
は
半
額
と
な
り
ま
す
。

校

下

一

回

二

回

場

所

村
木
ロ
月
お
日
ロ
月
9
日

小

学

校

大

町

5
日

ロ

日

小

学

校

経

団

5
日

ロ

日

小

学

校

道

下

日

日

ロ

日

小

学

校

本

江

6
日

目

日

公

民

館

加

積

6
日

目

日

公

民
館

片

貝

6
日

目

日

小

学

校

住

吉

7
日

同

日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
時

t
2時

み
ん
な
で
参
加
を
・
・
・

新
年
祝
賀
交
歓
会

副
申
し
込
み
は
初
日
ま
で

昭
和
位
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
堂
に
集
ま
り

新
年
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
祝
賀
交

歓
会
が
次
の
よ
う
に
ひ
ら
か
れ
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
ず
か

ら
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

1

0

 

、b
vマ

日
時
日
昭
和
位
年
1
月
1
日

午
前
叩
時
加
分

V
場
所
H
市
民
会
館
大
ホ

l
w

マ
会
費
H

一
人
二
百
円

マ
申
し
込
み
H
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ロ
月
初
日
戸
火
)
ま
で
、
会
費

を
添
え
て
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

市
役
所
秘
書
人
事
課
ま
た
は
連
絡

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

八
新
年
祝
賀
交
歓
会
V
は
、
申
し
込

み
さ
れ
た
方
の
名
簿
を
印
刷
し
、

当
日
会
場
で
お
渡
し
す
る
と
と
も

に
、
会
場
で
は
新
年
の
式
典
の
あ

と
、
簡
単
な
祝
婁
を
ひ
ら
き
、
新

し
い
年
の
し
あ
わ
せ
を
祈
っ
て
全

員
で
万
歳
を
三
唱
し
、
交
歓
会
を

終
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
業
統
d
調
査
な
ど

ロ
月
引
日
現
在
で

工
業
統
計
調
査
、
中
小
企
業
総
合

基
本
調
査
、
県
際
経
情
交
流
調
査
の

三
つ
の
調
査
が
、
ロ
月
引
日
現
在
で

い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
製
造
業
を
営
む

す
べ
て
の
引
業
所
を
、
中
小
Ar.
業
調

査
は
国
よ
り
抽
出
汚
れ
た
事
業
所
を

県
際
経
済
交
流
調
資
は
従
業
員
二
十

人
以
上
の
規
模
の
事
業
所
を
対
象
に

そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



(2) (駒益金ZZ号)
八
閏

V

魚
津
新
港
建
設
は
、
地
元
が

受
け
な
い
の
で
見
送
り
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
の

問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

市
長
魚
津
新
港
建
設
に
あ
た
っ
て
は

漁
業
権
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
関
係
者
と
懇
談
の
場
を
も
っ
て

話
し
合
い
を
す
す
め
て
い
る
現
状
で

す
。
私
の
方
と
し
て
は
、
県
で
漁
業

権
を
補
償
し
て
も
ら
っ
て
、
港
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
念
願
で

す
が
、
漁
業
権
の
補
償
は
、
国
の
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
県

は
そ
こ
ま
で
ふ
み
切
っ
て
お
ら
れ
な

い
わ
け
で
す
。
県
で
は
、
漁
業
権
に

影
響
脅
お
よ
ぼ
さ
な
い
方
法
で
、
建

設
で
き
な
い
か
と
計
画
を
再
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
そ
の
案
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現

地
の
海
の
中
に
標
識
を
立
て
、
乙
れ

を
み
て
も
ら
っ
て
、
差
し
っ
か
え
な

か
っ
た
ら
、
最
終
的
に
話
し
合
い
を

す
す
め
よ
う
と
い
う
と
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
で
き
れ
ば
来
年
度
を
第
一

年
度
と
し
て
、
五
か
庄
・
計
画
ぐ
ら
い

で
、
新
港
の
建
設
を
す
す
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

八
問

V

二
、
三
年
前
、滑
川
・

黒
部

・

魚
津
三
市
の
合
併
、
あ
る
い
は
下
新

川
を
一
つ
に
し
た
広
域
都
市
建
設
の

構
想
が
生
ま
れ
て
、
協
議
会
も
つ
く

ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
の
経

過
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

市
長

乙

れ
は
非
常
に
困
難
な
問
題
が

あ
り
ま
す
が
、
市
議
会
の
協
力
を
得

て
、
今
後
、
実
現
に
つ
と
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
黒
部
市

や
宇
奈
月
町
な
ど
も
誘
い
ま
し
て
、

広
戚
行
政
の
研
究
会
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
話
は
も
っ
て
い
っ
て
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
後
、
市
長
さ
ん
や
町
長
さ

ん
が
変
ら
れ
た
り
し
て
進
展
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

:

し
か
し
、
困
難
性
は
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
下
地
を
除
々
に
す
す
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

八
間

V

魚
津
駅
周
辺
の
都
市
計
画
は

第
一
次
が
昭
和
但
年
度
に
終
わ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の

状
況
を
み
ま
す
と
こ

t
三
年
遅
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
D

と
れ
に
と
も
な
っ
て
、

第
二
次
計
画

も
遅
れ
る
乙
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

都
市
計
画
の
見
込
み
に
つ
い
て
お
尋
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ね
し
ま
す
。

市
長
駅
前
の
都
市
計
画
は
、
私
に
課

せ
ら
れ
た
大
き
な
問
題
と
し
て
、
で

き
る
だ
け
努
力
を
続
け
、
ま
た
、
中

央
に
向
っ
て
働
き
か
け
て
き
た
の
で

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
乙
の
事
業
は
建

設
省
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
で
き

な
い
事
業
で
し
て
、
昭
和
制
年
度
の

予
算
で
は
事
業
費
を
九
千
六
百
万
円

見
積
も
り
、

事
業
わ
く
の
拡
大
に
つ

と
め
ま
し
た
が
、
七
千
八
百
万
円
し

か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

ど
う
い
う
こ
と
で
は
、
今
後
三

i
四

年
か
か
ら
な
く
て
は
完
成
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

位
年
度
は
一
億
九

・
・
・
・
・
・

千
五
百
万
円
ぐ
ら
圃
・
・
・
・
・

い
を
建
設
省
へ
お
圃
園
田
掴
園
調

願
い
し
よ
う
か
と
聞
欝
騨
灘
鶴
麟

思
っ
て
お
り
ま
す
闘
麟

露

匝

が
、
で
き
る
だ
け
聞
欄
鰯
鰯
舗
圃
圃

運
動
を
続
け
、

一

闘

機
線
鶴
磯
畿

日
も
早
く
完
成
さ
闘
織
機
盤

E
E

せ
た
い
と
考
え
て
脂
綿
関
幽
圃
圃

お
り
ま
す
。

幽

-

圃

圃

・

・

第
一
次
の
計
画
が
自
国
圃
・
圃
圃

終
わ
り
ま
し
た
ら

j
i
1
1
1

次
は
国
道
八
号
線
ま
で
都
市
計
画
を

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

八
問

V

水
道
料
金
が
本
年
度
か
ら
高

く
な
り
、
と
く
に
基
本
水
量
が
引
き

下
げ
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
は

超
過
料
金
を
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
水
道
会
計
の
現
状
と
料
金
問
題

に
つ
い
て
お
答
え
願
い
ま
す
。

市
長
ど
承
知
の
よ
う
に
人
件
費
や
資

材
な
ど
も
非
常
に
高
く
な
っ
て
、
水

道
会
計
で
は
、
相
当
の
赤
字
を
出
し

て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
国
や
県
か

ら
は
、
特
別
会
計
で
あ
る
か
ら
独
立

採
算
制
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
赤
字
を
出
し
て
お
れ
ば
、
今
後

水
道
施
設
を
や
る
場
合
に
、
起
債
の

対
象
と
し
な
い
と
い
う
指
導
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
や
む
を

得
ず
、

一
年
間
の
支
出
に
見
合
う
だ

け
の
収
入
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
議
会
と
協
議
し
て

値
上
げ
を
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す

0

.，
じ
か
し
、
今
後
五
年
ぐ
ら
い
は
料
金

-E
改
訂
し
な
い
考
え
で
お
り
ま
す
。

〈
問

V

家
庭
の
水
道
が
事
故
で
漏
水

し
て
い
る
と
き
、
業
者
が
き
て
く
れ

な
い
の
で
、
水
が
ど
ん
ど
ん
出
た
場

合
、
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
処
置
を
お
聞
き
し
た
い
。

助
役
こ
の
よ
う
な
事
故
の
場
合
は
、

す
ぐ
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
ば
、
料

金
の
面
で
減
額
し
て
お
り
、
ま
た
そ

う
い
う
方
針
で
す
す
ん
で
い
ま
す
。

〈
問

V

高
架
橋
の
完
成
も
近
く
な
り

ま
し
た
が
、
乙
の
下
を
ガ
レ
ー
ジ
や

倉
庫
、
商
屈
な
ど
に
利
用
す
る
な
ど

の
方
法
が
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

市
長
高
架
橋
の
下
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
始
め
か
ら
一
応
の
考
え
を
も
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
当
初
高
架
橋
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
と
い
う
乙
と
で
、
そ
の
利
用
に

つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
具

体
的
な
交
渉
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は

今
後
の
問
題
で
し
て
、
現
在
は
っ
き

り
し
た
線
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

八
問

V

国
立
総
合
職
業
訓
練
所
の
設

置
に
つ
い
て
話
し
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
そ
の
見
通
し
な
ど
、
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

市
長

乙
れ
は
国
の
方
へ
強
く
要
望
を

続
け
て
い
る
問
題
で
、
今
の
と
と
ろ

は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
職
業

訓
練
所
設
置
を
希
望
し
て
い
る
県
は

全
国
で
十
八
も
あ
り
、
石
川
県
な
ど

も
名
の
り
魯
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
来

年
度
は
四

i
五
か
所
ぐ
ら
い
設
置
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
お

り
ま
す
。
乙
の
中
に
富
山
県
が
入
り

ま
す
と
、
場
所
は
魚
津
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
先
H
も
労
働

省
か
ら
事
務
官
が
き
て
調
査
な
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
運

動
を
続
け
ま
し
て
、
ぜ
ひ
誘
致
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

八
開

V

国
民
健
康
保
険
税
は
、
ど
う

し
て
高
い
の
か
。
安
く
す
る
よ
う
方

法
を
当
局
で
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の

か
。
ま
た
、
七
十
歳
以
上
の
人
の
医

療
費
の
個
人
負
担
を
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
か
。

市
長
薬
代
や
医
療
費
も
商
く
な
り
、

診
療
費
も
多
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
保
険
税
は
、
お
医
者
さ
ん
に
支

払
う
金
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
も
独

立
採
算
制
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
診

療
費
用
に
見
合
う
だ
け
の
も
の
を
徴

収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

国民年金でー「

老
後
の
生
活
安
定
を

加
入
し
な
い
と
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

九

割

の

tft 
4圭~

w 

貯

蓄

に

関

す

る

世

論

調

査

か

ら

が

貯

蓄

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
が
こ
と
し
の

6
同
却
日
現
在
で
行
な
っ
た
「
貯
蓄
に

関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
り
ま
す
と
、

貯
蓄
保
有
世
情
の
九
六
%
は
「
預
貯
金
」

を
も
ち
、
つ
い
で

「
保
険
」
の
七
三

%

と
、
左
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
保
有
率
は
、

一
応
貯
蓄
し
て
い

る
人
の
割
合
で
、
貯
蓄
し
て
い
る
世
帯

と
、
し
て
い
な
い
世
帯
の
割
合
を
推
計

附置の種顕別保有事 t貯書保有世帯}

l同%

帥

み
ん
な
が
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
で

も
、
自
分
だ
け
年
金
を
も
ら
え
な
い
乙

と
に
な
り
ま
す
。

未
加
入
の
人
は
、
市
民
課
窓
口
ま
た

は
連
絡
所
で
手
続
き
を
し
て
、
国
民
年

金
に
加
入
さ
れ
、
将
来
に
悔
い
を
残
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
の
火
災
予
防

消
防
本
部
で
は
、
ロ
円
引
日
か
ら
歳

末
瞥
戒
を
実
施
し
ま
す
。
お
互
い
に
年

末
の
忙
し
い
と
き
と
は
い
え
、
火
の
元

に
十
分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
、

m
Hか
ら
三
日
間
は
非
常

欝
戒
を
行
な
い
ま
す
が
、

消
防
団
の
夜

間
響
城
や
午
前
7
時
と
午
後
9
時
の
二

回
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

楽
し
い
遊
び
場
に

港
町
公
園
を
整
備

港
町
公
園
は
、
乙
の
ほ
ど
や
く
百
四

十
万
円
の
費
用
で
、
遊
戯
施
設
が
整
備

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
遊
び
場

に
な
り
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
し
く
取
り
つ
け
ら
れ
た
器
具
は
、

す
べ
り
台
の
つ
い
た
高
さ
三
M
の
石
の

山
や
、
四
連
ブ
ラ
ン
コ

、
二
連
シ

1
ソ

鉄
棒
、
へ
ア
・
ネ
ッ
ト
ら
で
す
。

こ
の
ほ
か
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ

な
ど
八
十
本
も
植
樹
さ
れ
、
み
ち
が
え

る
よ
う
な
児
童
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

〈遊
具
が
整
え
ら
れ
た
港
町
公
園
)

し
て
み
ま
す
と
、
九
対
一
の
割
合
と
な

っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
何
ら

か
の
形
で
貯
蓄
し
て
い
る
乙
と
に
な
り

ま
す
。と

の
こ
と
は
貯
蓄
を
す
る
目
的
と
も

大
い
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
貯
蓄
の
目
的
と
し
て
、
も
っ

と
も
多
い
の
は
、
「
病
気
や
不
時
の
災

害
の
備
え
と
し
て
」
で
、
七
O
M
m
強
の

人
が
こ
れ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
つ
い
で

「
子
ど
も
の
教
育
費
や
結
婚
資
金
」
が

五
二
M
m、

「
老
後
の
生
活
の
た
め
」
三

一
%
、
「
土
地
家
屋
の
買
い
入
れ
や
新

築
、改
築
」

二
九
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貯
蓄
実
践
の
心
が
け
と
し
て
は
、

「

む
だ
を
省
い
た
り
、
節
約
し
た
り
し
て

い
る
」
が
三
九
%
、

「一

定
額
を
天
引

き
し
て
貯
蓄
」

三
九
%
、
「
臨
時
収
入

を
で
き
る
だ
け
貯
蓄
に
振
り
向
け
て
い

る」

三
四
%
の
順
で
、
い
ろ
い
ろ
収
入

年末年始のごみ集め

年末には家経の大掃除などにより

たくさんのごみが排出されることが

予怨されますの市では、どみ収集力

を検討のうえ、年末は12FJ30日まで

ごみ集めをする乙とになり ましたo

各ご'或庇では、年水の大J掃除など

早めにすませていただき、ごみ類どと

お出しになるようお願いします。

12月の巌後のごみ収集日は次のよ

うになります。

12月28日=水躍日収集地区

29日=木曜日収集地区

30日=金曜日収集地区

また、 1月は 5日からごみ集めを

しますが、 5日は、水、木lIal日収集

地区をまわることになっていますか

ら、指定場所へこ'みをお出しくださ

い。 6日からは従来どおりの収集に

なります。

!ふj

iんj

j尿;

早
め
に
く
お
取
り
を

年
末
に
な
り
ま
す
と
、
毎
年
、
た
く

さ
ん
の
方
か
ら
ふ
ん
尿
の
く
み
取
り
申

し
込
み
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
し
尿

処
理
場
で
は
、
こ
れ
を
い
ち
ど
に
処
理

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
く
み

取
り
の
申
し
込
み
は
、
で
き
る
だ
け
ロ

月
内
日
以
前
に
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
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ハて とりれ 当な て 金うさまと長れまン問た適あ り か と 市 分 地 ろ 観 長 て し お て ん 間 す て り 墓 ま を 音 ば のと育る対問どに用ガの 診 おな 望ど的せ 七てと

た写いきでばにいおに声んしし たすパ Vい当りましい街考にく光 ごいりおが V 。もま、た現の、方い長かし V活力にンで 療互お しのなな十い で
市真たはあ、料はりつをかたに市料。ラ となます、う地えおに閲公 配 とまら、 修す市、在像古々う おて 用をも、、費い、た問問い歳る、
政 だ、り強金ずまい閲ら 。入内金 早ン し 考場すとそ要のらいつ発衆 慮思 すれ他公 理大営住や が鹿のの市伺保魚願注補 子 イ 用 が 病 い 題題方 以 わ そ
公質き必ま くが でせてい料そ りので 急ス尿 え所け、の 望中 れてくの便願い 0 るか衆 す音グ吉つあ熊協がにい護津いぎ助宮ンの気気ととで法上けれ
聴 問たずす業高ど んはて金 う統く処にがのでに れ非場も央るもつ 一所いま場 と ら便 る 主 ラ に て り の 力ではし対のたたをガフ引をに思し、でのでだ
会や・い 領。 者 いざ の、いがす合み理善あくい公ど惜 ; 所 き に わ 、 た つ は ま す 所 い 来 所 計 馬 ン あいま神のき文ま 策名 いいし ンノレきっかいて今す人すけ
現要 と収くにといで値る高るし取し処るみま衆もにとて設けそのと、すがのうらは 画 の ド る る す 宮 もて 化す を勝 とと てのエ下け かま国後がの 0 の
)望 思 書 み指いま 、上 の く と て り で しょ取す使、困いお 置でのでしこ。 、聞これ市 を墓へ青わが寺と お 財 。とな思考 、検ン げるらすな全 、個 分
がいを取導うす以げでな市会業欲 て うり。所 何難うりしす必すてと 設題とたに たな行山け、ににり保 つ り い え 病 診 ザ に 乙 な 。 ど 国 乙 人 が
述ま受りす乙 0前をす っ民社者 し、に料 をとな乙まて。要が、し 置はを人あてどく佐でこ十 、、 存 て、まま気な注なとい に市れ負 課
ベ~けさる ともと 許がたのにはい統思金 っか問とすほと性、天天 にむ闘がり てに道渡すのーたこ 委 お史すすのど射りがよ 強長は担 税
ら u 取れつでし変司、 とみな、 。制わに くし題に O.しくは市神神 つずい困ま いつに守。修面とれ 員 ら跡。の予の、ま結う く会全を さ
れ った もあ 不らし料いなりこ されア りてがなしいに十街山山 いか てっ せま いあ の 理 観えら 会 れに で防費胃す局に 要な国さ れ

まつ iじ .. ..決け 乙除たすな支 1 ま凶
こかでかん歳人和ま乙保か少 4大ま金ととをめし。ど給月拠す人
の ら 掛 し 。 ま は 7たと険らな月正つをくが受にか もをか出。に
期でけ、 で、年、に料六く 14てすに必けはし 、受ら年 一
聞もる保 納乙 4聞なを十と日年いる老要て、、 そけト!金 人年なし不時活
が加こ険 めと月和つ納歳もま 4ま最令でい保乙 れ て 五 の の金さて幸の安国
過入と料 なし 16て めに 、で月す低仔.すて険れ ぞ い 千 支 割に んくが災定民
ぎでがは けの日年いなな昭に 2 0 年金。、料ら れる円給 り加のれあ害と年
まきでこ れ誕ま 4まける和生日 限に 滞をの アほと基 合 入 中 ま つに 交金
するき年 ば生で月すれま 40まか がつ 納納年 ツ子な準 いしですたよ通は
とわま聞 な t-iに 2 0 ばで年れら 次い 期め金 プ、りは c，':て、。とる事;
、けすさ Jか 生 日 な全のた昭 のて 間る を 陣 、、 ないこ市きけ故老

将で かか りらまか ら矧誕人和 よは がか 受 占害す来 つるの民に がな後
来すらの ま六れら な間生は 6 う、 な、け れ年で年 て入国の保やどの
、。いぽせ十 た昭 い、月、年 に掛 い免る ま金にの いは民み陣、不生

の
中
か
ら
工
夫
し
て
貯
蓄
し
て
い
る
乙

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
こ
で
貯
蓄
に
対
す
る
考
え
方
を
み

ま
す
と
、
「
い
く
ら
か
余
裕
が
あ
れ
ば

し
た
方
が
よ
い
」
四

一
%
、
「
貯
蓄
の

た

ιに
は
あ
る
程
度
や
り
く
り
す

e

る
の

も
や
む
を
得
な
い
」

三
O
%
、

「
貯
蓄

は
必
要
だ
か
ら
無
理
し
て
で
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

一
二
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。と

の
よ
う
に
貯
蓄
の
必
要
性
な
り
重

要
性
は
、
生
活
と
密
着
し
た
と
こ
ろ
か

ら
生
じ
、
「
余
裕
」
が
大
き
な
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
て
、
貯
蓄
に
対
す
る
見
方
を

形
作
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

と
の
調
査
は
、
全
国
六
千
世
借
を
選

ぴ
調
査
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
大
体
、

全
国
の
実
体
を
は
握
し
た
も
の
と
み
ま

す
と
、
九
割
方
は
貯
蓄
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
産
と
所
得
と
消
費
の
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ
た
と
乙
ろ
に
、
貯
蓄
が
生
ま
れ
ま

す
O

生
活
向
上
の
た
め
に、

ま
ず
、
貯

蓄
の
実
践
を
考
え
ま
し
ょ

う。

ま
す
。

な
お
、
ふ
ん
尿
の
く
み
取
り
を
依
頼

さ
れ
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。
く
み
田
町
り
量
令
確
め
ま
し
ょ
う

マ
く
み
取
り
が
始
ま
ら
な
い
前
に
、

車

の
後
に
あ
る
計
量
器
の
目
盛
を
確
か

め
、
つ
ぎ
に
く
み
取
り
が
終
わ
っ
た

ら
再
び
計
量
器
の
目
盛
を
調
べ
て
、

正
維
な
く
み
取
り
最
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い。

マ
く
み
取
り
料
金
は
十
八
リ
ッ
ト
ル
、

十
六
円
で
す
か
ら
、
く
み
取
り
業
者

の
請
求
額
と
合
っ
て
い
る
か
計
算
し

て
料
金
を
支
払
い
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
く
み
取

っ
た
場
合
に
は
、
ホ
ー
ス
分
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

マ
料
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
必
ず
領

収
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
く
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
と
き
は
、

下
村
木
町
有
限
会
社
魚
津
環
境
衛
生

(
電
話
2
局
2
1
8
9番
)
へ
と
連

絡
願
い
ま
す
。

、
..'、

年
賀
状
は

辺
日
ご
ろ
ま
で
に

年
末
に
な
り
ま
す
と
、
小
包
な
ど
、

郵
便
物
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
次
の
よ

う
な
乙
と
に
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

・

す。マ
ど
贈
答
小
包
は
、
何
日
ど
ろ
ま
で
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

マ
年
賀
状
は
、
辺
日
ご
ろ
ま
で
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。
遅
く
な
り
ま
す
と
、

元
日
一
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
早
め
に
準
備
さ
れ
て
お

出
し
願
い
ま
す
。

マ
せ
っ
か
く
の
年
賀
状
や
小
包
な
ど
は

迷
い
子
に
な
ら
な
い
よ
う
あ
て
先
は

正
確
に
、
わ
か
り
や
す
く
お
書
き
く

だ
さ
い
。
(
魚
津
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便
局
〉
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番
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同
日
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院

お
日
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沢
口
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内
)
医
院

①

2
8
2
5
 

①

0
1
2
2
 

①
0
7
3
3
 

①
ト
7
4
8


